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出雲弥生の森博物館だより
IZUMO　YAYOINOMORI　MUSEUM

季 刊
弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 41 号
（2021年 4 月）

よすみちゃん

第41号

４
月
29
日（
木
・
祝
）
開
館
記
念
日

５
月
１
日（
土
）

　

ま
が
玉
・
缶
バ
ッ
ジ
を
つ
く
ろ
う
！

　
　
　
　

10
時
～
14
時

古
代
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル10

時
～
14
時

　

和
同
開
珎
づ
く
り

古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

　

ま
が
玉
ネ
ッ
ク
レ
ス
づ
く
り

八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘

　

プ
ラ
板
づ
く
り

荒
神
谷
博
物
館

　

ま
が
玉
消
し
ゴ
ム
づ
く
り

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　

出
雲
商
業
高
校書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

10
時
～
10
時
20
分

　
「
子
ど
も
獅
子
舞
」

　
　

三
谷
神
社
獅
子
舞
保
存
会

10
時
35
分
～
10
時
50
分

出
雲
弥
生
の
森
ま
つ
り
２
０
２
１

花
谷
館
長
が
常
設
展
を
ご
案
内
！

も
の
づ
く
り
た
い
け
ん
が
大
集
合
！

「
わ
た
が
し
」
サ
ー
ビ
ス
あ
り
ま
す
♪

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
は
い
れ
る
ぞ
！

　

西
谷
墳
墓
群
史
跡
公
園
ガ
イ
ド

10
時
～
14
時

　

館
長
ガ
イ
ド　
　
　
　

11
時
～
12
時

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
〇
春
季
企
画
展　
　
　

12
時
～
13
時

　
〇
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展　
　

13
時
～
14
時

　

博
物
館
探
検
隊　
　
　

11
時
～
12
時

　

よ
す
み
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ
13
時
～
14
時

　

屋
台
村　
　
　
　
　
　

10
時
～
14
時

　

喫
茶
コ
ー
ナ
ー　
　
　

10
時
～
14
時

５
月
２
日
・
３
日
・
４
日

　

キ
ャ
ラ
探
し
ス
ー
パ
ー

５
月
５
日
（
水
・
祝
）

　
「
よ
す
み
ち
ゃ
ん
」

　
「
み
す
よ
ち
ゃ
ん
」

　

と
写
真
を
と
ろ
う
♪

　

10
時
～
10
時
30
分

　

13
時
～
13
時
30
分

＊
お
ね
が
い
＊

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
感
染
症
予
防

の
た
め
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消

毒
、
体
温
測
定
、
氏
名
・
電
話
番

号
・
住
所
の
記
入
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

※
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
内
容
を

変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

最
新
情
報
は
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▶
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

▶
子
ど
も
獅
子
舞

▶
ま
が
玉

　
　
ネ
ッ
ク
レ
ス

▶
プ
ラ
板

◀
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

◀
和
同
開
珎

屋
台
村
▼

▲まが玉

▲缶バッジ

無料

無料無料

無料無料無料無料無料 無料

有料

有料

有料有料有料有料有料

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
よ
！
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第41号

「
２
０
０
０
年
前
の
弥
生
土
器

～
出
雲
型
広
口
壺
の
生
産
～
」

「
追
跡
中
！
千せ

ん
ば歯
こ
き
の
ゆ
く
え
」

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

★
古
文
書
の
森
を
ゆ
く
⑥

出雲型広口壺（出雲市矢野遺跡）

千歯こきの評判（出雲市蔵）

千歯こきを使う女性〈手前〉
（国立国会図書館デジタルコレクション）

　

土
器
は
、
そ
の
形
や
文
様
の
違
い
か

ら
作
ら
れ
た
時
期
を
推
定
で
き
、「
年

代
の
物
差
し
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
同
じ
時
期
で
も
地
域
に
よ
っ
て
、

形
や
文
様
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域

関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

重
要
な
考
古
資
料
で
す
。

　

現
在
開
催
中
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
で

は
、
２
０
０
０
年
前
の
弥
生
土
器
「
出

雲
型
広
口
壺
」
を
取
り
上
げ
、
こ
の
壺

が
生
産
・
拡
散
さ
れ
た
仕
組
み
、
そ
し

て
、
そ
れ
を
支
え
た
地
域
社
会
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

出
雲
型
広
口
壺
は
、
島
根
県
の
大
田

市
、
出
雲
市
、
松
江
市
、
雲
南
市
、
飯

南
町
、
奥
出
雲
町
で
出
土
し
、
そ
の
数

は
１
６
０
個
体
を
超
え
、
分
布
の
中
心

は
出
雲
平
野
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
壺
は
、
焼
成
失
敗
品
や
製

作
工
具
、
土
器
に
混
じ
る
砂
粒
の
特
徴

か
ら
遺
跡
群（
ム
ラ
）ご
と
に
生
産
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
多
少
の
個
性
は

あ
り
ま
す
が
、
土
器
の
形
や
文
様
が
共

通
し
て
い
ま
す
。
こ
の
共
通
性
は
限
ら

れ
た
作
り
手（
製
作
工
人
）の
間
で
意
匠

（
デ
ザ
イ
ン
）が
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と

　

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天

を
衝
け
」。
主
人
公
の
渋し

ぶ
さ
わ
え
い
い
ち

沢
栄
一
は「
日

本
近
代
資
本
主
義
の
父
」
と
も
呼
ば
れ

る
大
物
で
す
。
そ
の
孫
・
敬け

い
ぞ
う三
は
、
戦

前
戦
後
の
経
済
界
で
活
躍
す
る
一
方
、

実
は
民
俗
学
者
と
し
て
も
有
名
で
し

た
。
ま
さ
に
“
二
刀
流
”
だ
っ
た
彼
が
、

１
９
３
７（
昭
和
12
）年
、
民
具
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
日
常
生
活
の
必
要
か
ら
技
術
的
に
作

り
出
し
た
身
辺
卑ひ

き
ん近
の
道
具
」

　

今
回
取
り
上
げ
る
千
歯
こ
き（
稲い

ね
こ
き扱
）

も
右
の
よ
う
な
道
具
の
一
つ
で
、
櫛く

し

状

に
並
ん
だ
鉄
製
の
歯
で
稲
や
麦
の
穂
を

扱こ

き
取
る
農
具
で
す（
写
真
左
）。
江
戸

時
代
に
登
場
し
全
国
各
地
で
愛
用
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
よ
り
高
性
能
な
脱

穀
機
が
発
明
さ
れ
た
大
正
時
代
以
降
、

千
歯
こ
き
は
次
第
に
姿
を
消
し
ま
し
た
。

好
評
開
催
中
～
７
月
５
日（
月
）

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

共
通
性
を
詳
細
に
分
析
す
る
と
、
出

雲
型
広
口
壺
は
中
野
遺
跡
群（
出
雲
市

中
野
町
）で
基
本
モ
デ
ル
が
創
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
隣
接
す
る
遺
跡
群
へ
作
り
手
が
移

動
す
る
こ
と
で
、
基
本
モ
デ
ル
と
な
る

意
匠
が
伝
達
さ
れ
、
広
ま
っ
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
広
口
壺
の
分
布
か

ら
、
作
り
手
が
移
動
し
た
範
囲
は
お
よ

そ
半
径
30
㎞
と
推
定
で
き
ま
す
。

　

出
雲
型
広
口
壺
の
製
作
技
術
が
共
有

さ
れ
た
範
囲
は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
た

人
た
ち
に
日
常
的
な
交
流
が
あ
っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
お
よ
そ
半
径

30
㎞
の
範
囲
は
、
２
０
０
０
年
前
の
出

雲
地
域
の
遺
跡
群
が
社
会
的
に
結
合
し

た
範
囲
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
地
域

の
人
た
ち
が
強
い
繋
が
り
を
も
っ
た
地

域
社
会
を
形
成
し
て
い
た
こ
が
と
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。　
　
（
坂
本 
豊
治
）

　

そ
ん
な
千
歯
こ
き
、
何
と
幕
末
か
ら

明
治
初
期
の
出
雲
市
域
で
大
量
生
産
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
、
最
新
の
古
文
書
調

査
に
よ
っ
て
判
明
し
ま
し
た
。

　

生
産
者
は
、
出
雲
市
多た

き伎
町
奥お
く
た
ぎ

田
儀

を
本
拠
と
し
た
鉄
師
・
田た

ぎ
さ
く
ら
い
け

儀
櫻
井
家
。

自
家
で
産
出
し
た
鉄
を
千
歯
こ
き
に
加

工
し
、
日
本
海
に
面
し
た
口く

ち
た
ぎ

田
儀
・
久く

村む
ら（
多
伎
町
）か
ら
船
で
積
み
出
し
ま
し

た
。
主
な
販
売
先
は
北
部
九
州
と
大

坂
。
そ
こ
で
の
売
れ
行
き
・
評
判
と
も

に
上
々
だ
っ
た
よ
う
で
、
田
儀
櫻
井
家

の
千
歯
こ
き
を
「
内な

い
こ
く
い
っ
と
う

国
一
等
」
と
評
価

す
る
人
も
い
た
よ
う
で
す（
写
真
右
）。

　

い
わ
ば
「
明
治
時
代
の
出
雲
ブ
ラ
ン

ド
」
だ
っ
た
千
歯
こ
き
で
す
が
、
肝
心

の
実
物
は
未
発
見
で
す
。
近
代
化
の
波

に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
も
し
、
右
の
実
物
に
関
す
る
情

報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
一
報
を
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。　
（
中
山 

玄
貴
）
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第41号

みすよちゃん よすみちゃん

「
上
塩
冶
の
山
寺
と
塩
冶
氏
居
館
」

★
春
季
企
画
展

★「
み
す
よ
ち
ゃ
ん
」
を

　

紹
介
す
る
ね
！

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
出
雲
市
上
塩

冶
町
の
大
井
谷
の
奥
に
あ
る
大
井
谷
Ⅱ

遺
跡
に
注
目
し
ま
し
た
。
こ
の
遺
跡
で

は
、
中
世
の
仏
堂
と
み
ら
れ
る
遺
構
や

古
代
・
中
世
の
仏
教
に
関
わ
る
遺
物
が

確
認
さ
れ
、
そ
の
こ
ろ
の
人
び
と
の
信

仰
を
あ
つ
め
た
寺
院
が
存
在
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、
大

井
谷
Ⅱ
遺
跡
と
そ
こ
に
あ
っ
た
寺
院
を

「
上
塩
冶
の
山
寺
」（
略
し
て
「
山
寺
」）

と
呼
ぶ
こ
と
と
し
ま
す
。

　

こ
の
企
画
展
に
際
す
る
再
整
理
を
通

し
て
、「
山
寺
」
は
上
塩
冶
ひ
い
て
は

出
雲
平
野
の
古
代
・
中
世
の
信
仰
を
考

え
る
上
で
、
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

古
代
で
は
、
奈
良
時
代
後
半
か
ら
平

安
時
代
前
半
に
か
け
て
、
多
数
の
鉄
鉢

形
須
恵
器
は
も
と
よ
り
、
多
口
瓶
、
香

炉
の
蓋
な
ど
、
他
の
寺
院
跡
で
は
見
ら

れ
な
い
仏
具
系
の
須
恵
器
が
出
土
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、

壺
Ｇ
と
呼
ば
れ
る
特
徴
的
な
形
を
し
た

駿
河（
静
岡
県
東
部
）産
の
壺
を
確
認
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
国
地
方
で
は

他
に
出
雲
国
府
跡（
松
江
市
）や
美
作
国

府
跡（
岡
山
県
津
山
市
）で
し
か
見
つ

好
評
開
催
中
～
５
月
17
日（
月
）

か
っ
て
い
な
い
土
器
で
、「
山
寺
」
に

出
雲
国
府
と
関
わ
る
人
物
が
い
た
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。
古
代
の
建
物
跡

は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
特
別
な

寺
院
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
「
山
寺
」
が
隆
盛
期
を
迎
え
る
の
は
、

鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の

こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
山
寺
」
で
は
こ
の
こ
ろ
の
遺
構
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
南
向
き
の
山
の
斜

面
を
け
ず
っ
て
東
西
60
ｍ
ほ
ど
の
平
場

を
つ
く
り
、
そ
の
上
に
建
物
が
立
て
ら

れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、

平
場
は
中
央
の
大
溝
で
２
つ
の
区
画
に

分
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
西
側
の
区
画

で
は
建
物
の
跡
を
確
認
で
き
、
周
辺
か

ら
仏
教
に
関
わ
る
遺
物
が
出
土
し
て
い

る
た
め
、
こ
の
建
物
は
仏
堂
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
一
方
、
東
側
の
区
画
は
西
側

と
対
称
的
に
岩
盤
が
露
出
し
、
小
さ
な

池
や
水
路
の
跡
を
確
認
で
き
ま
す
。
周

辺
で
は
神
饌
と
し
て
供
え
ら
れ
た
魚
の

骨
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
神
道
に

関
わ
る
場
と
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
平

場
の
中
央
奥
に
は
、
祖
先
を
ま
つ
る
た

め
の
墓
地
が
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
山
寺
」
で
は
計
画
的

に
場
が
設
定
さ
れ
、
西
側
は
ホ
ト
ケ
の

空
間
、
東
側
は
カ
ミ
の
空
間
で
あ
っ
た

と
推
定
で
き
ま
す
。「
山
寺
」
は
神
仏

習
合
の
時
代
で
あ
っ
た
中
世
の
信
仰
を

如
実
に
示
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
「
山
寺
」
で
は
、
有
力
者
の
威
身
財

と
言
え
る
高
級
な
陶
磁
器
が
多
数
見
つ

か
っ
て
お
り
、
地
元
の
有
力
者
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

そ
の
有
力
者
と
言
え
る
の
が
、
大
井
谷

の
入
り
口
に
本
拠
を
構
え
た
出
雲
守
護

佐
々
木
氏
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
鎌
倉
時

代
、
佐
々
木
氏
は
塩
冶
郷
に
守
護
所
を

置
き
ま
す
が
、
こ
れ
と
同
じ
こ
ろ
に

「
山
寺
」
で
も
陶
磁
器
が
増
え
る
の
で

す
。
佐
々
木
氏
が
滅
亡
し
た
後
、
塩
冶

郷
に
は
後
継
の
一
族
で
あ
る
塩
冶
氏
が

入
り
、「
山
寺
」
は
そ
の
庇
護
を
受
け

た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
塩
冶
氏
が
滅

亡
す
る
と
、「
山
寺
」
で
も
陶
磁
器
は

見
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
塩

冶
氏
と
盛
衰
を
と
も
に
し
た
寺
院
だ
っ

た
よ
う
で
す
。　
　
　
　
（
髙
橋　

周
）

　

こ
ん
に
ち
は
！

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「
よ
す
み
ち
ゃ
ん
」
だ
よ
☆
今
日
は
「
み

す
よ
ち
ゃ
ん
」
の
紹
介
を
す
る
ね
！

　
「
み
す
よ
ち
ゃ
ん
」
は
、
博
物
館
の

新
し
い
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。

島
根
に
ゆ
か
り
の
あ
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー

「
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｎ
」
さ
ん
が
デ
ザ
イ

ン
し
て
く
れ
た
ん
だ
。
私
と
同
じ
“
勾

玉
”
の
頭
に
“
よ
す
み
（
四
隅
突
出
型

墳
丘
墓
）”
の
体
。
し
か
も
体
に
は
「
発

掘
の
人
」
と
「
よ
す
み
に
埋
葬
さ
れ
た

人
」
ま
で
い
る
ん
だ
。
す
ご
い
よ
ね
！

こ
こ
で
ち
ょ
こ
っ
と
豆
知
識
☆

　
「
み
す
よ
ち
ゃ
ん
」
の
体
っ
て
何
だ

か
つ
ぶ
つ
ぶ
し
て
い
る
よ
ね
。
こ
れ
は

よ
す
み
が
造
ら
れ
た
当
時
の
貼
り
石
を

再
現
し
て
い
る
ん
だ
。
ち
な
み
に
私
の

体
は
、
時
間
が
経
っ
て
草
の
生
え
た

“
今
”の
よ
す
み
の
姿
を
現
し
て
い
る
よ
。

　

こ
れ
か
ら
は
二
人
三
脚
で
す
て
き
な

“
よ
す
み
”
を
み
ん
な
に
お
伝
え
し
て

い
く
ね
♪

古
瀬
戸
の
燭
台（
室
町
時
代
）

底径 15.4㎝
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　　　　　　年末年始

第41号

　

2
月
11
日
の
『
山
陰
中
央
新
報
』
く

ら
し
欄
「
コ
ト
ノ
ハ
と
の
出
会
い
」
に

評
論
家
の
樋
口
恵
子
さ
ん
が
登
場
さ
れ

て
い
た
。
定
年
後
の
夫
を
揶や

ゆ揄
し
た
フ

レ
ー
ズ
「
ぬ
れ
落
ち
葉
」
は
、
言
葉
の

達
人
た
る
樋
口
さ
ん
の
傑
作
。「
微
力

だ
け
ど
無
力
じ
ゃ
な
い
」
や
「
人
生
、

い
ろ
い
ろ
あ
ら
ー
な
」
も
名
作
だ
。

　

さ
て
当
館
に
は
、
明
治
・
大
正
期
に

収
集
さ
れ
た
考
古
資
料
群
が
あ
る
。
長

谷
川
千
代
衛
・
愛
雄
の
親
子
が
二
代
に

わ
た
り
集
め
た
遺
物
で
あ
る
。
こ
の
な

か
に
、
出
雲
大
社
境
内
で
採
集
さ
れ
た

縄
文
時
代
の
石
器
「
石
冠
」
が
あ
る
。

キ
ノ
コ
の
よ
う
な
形
を
し
た
、
長
径
10

セ
ン
チ
ほ
ど
の
石
器
で
あ
る
。

　

日
本
考
古
学
が
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
を
始

め
た
明
治
時
代
、
考
古
学
者
は
全
国
を

歩
き
回
っ
た
り
、
地
方
の
好
事
家
か
ら

情
報
収
集
し
た
り
し
て
、
全
国
的
な

遺
跡
・
遺
物
の
分
布
状
況
を
知
ろ
う

と
し
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
書
籍
が

１
８
９
７（
明
治
30
）年
に
東
京
帝
国
大

学（
当
時
）か
ら
出
版
さ
れ
た
『
日
本
石

器
時
代
人
民
遺
物
発
見
地
名
表 

第
一

版
』
で
あ
る
。
１
９
０
２
年
の
第
四
版

は
柴
田
常
恵（
１
８
７
７
―
１
９
５
４
）

が
編
集
を
担
当
し
た
。
柴
田
は
当
時
、

『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
の
編
集
に
も

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

携
わ
っ
て
い
た
。

　

そ
の
『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
第

二
九
二
号
に
柴
田
の
「
出
雲
雑
記
」
と

い
う
文
章
が
あ
る
。
こ
こ
に
長
谷
川
父

子
収
集
の
石
冠
の
記
述
が
あ
り
「
出
雲

大
社
の
神
域
が
、
石
器
時
代
の
遺
跡
で

あ
る
は
一
奇
と
云
ふ
べ
き
」
と
述
べ
る
。

　

長
谷
川
父
子
収
集
資
料
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
し
た
折
、
あ
の
柴
田
常
恵
が
手

に
し
た
石
器
と
い
う
驚
き
も
あ
っ
た
の
で
、

こ
の
こ
と
に
触
れ
た
概
要
を
新
聞
に
書
い

た
。
す
る
と
、
こ
の
記
事
が
た
ま
た
ま

松
江
を
訪
問
さ
れ
て
い
た
樋
口
恵
子
さ

ん
の
目
に
留
ま
っ
た
ら
し
い
。
後
日
、
葉

書
が
届
い
た
。「
父
の
こ
と
を
話
し
て
く

だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
」。
そ
う
、
樋
口

さ
ん
は
柴
田
常
恵
の
ご
息
女
な
の
で
あ
る
。

考
古
資
料
は
時
に
、
歴
史
だ
け
で
な
く

人
の
縁
も
紡
ぐ
ら
し
い
。　
（
花
谷　

浩
）

★
展
示
の
ご
案
内

▼
春
季
企
画
展

　

好
評
開
催
中
～
５
月
17
日
（
月
）

　
「
上
塩
冶
の
山
寺
と
塩
冶
氏
居
館
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

４
月
18
日
（
日
）
10
時
～

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

好
評
開
催
中
～
７
月
５
日
（
月
）

　
「
２
０
０
０
年
前
の
弥
生
土
器

―
出
雲
型
広
口
壺
の
生
産
―
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

４
月
17
日
（
土
）
10
時
～

▼
速
報
展
展

　

好
評
開
催
中
～
５
月
24
日
（
月
）

　
『
国
史
跡 

追
加
指
定

「
出
雲
国
山
陰
道
跡
」』

※
い
ず
れ
も
観
覧
料
は
無
料
で
す
。

★
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

▼
出
雲
弥
生
の
森
ま
つ
り
２
０
２
１

　

４
月
29
日
（
木
・
祝
）

　

５
月
１
日
（
土
）
～
５
日
（
水
・
祝
）

講
座
の
申
込
に
つ
い
て

当
日
受
付
な
し　

先
着
50
名

事
前
申
込
必
須（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
）

●
申
込
受
付
時
間 

９
～
17
時

●
必
要
事
項 

氏
名
・
電
話
番
号
・
住
所

※ 

講
座
当
日
は
、感
染
症
予
防
の
た
め
、

マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒
、
体
温
測

定
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

★
講
座
の
ご
案
内

●
申
込
受
付　

５
月
１
日（
土
）開
始

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
関
連
講
演
会

●
受
講
料　

無
料

６
月
26
日
（
土
）
14
～
16
時

　
「
土
器
を
つ
く
る
人
び
と

－

出
雲
型

　

 

広
口
壺
の
拡
散
の
背
景
を
探
る

－

」

　
●
講　

師　

田
﨑 

博
之 

氏

　
　
　
　
　
　
（
愛
媛
大
学
名
誉
教
授
）

▼
職
員
リ
レ
ー
講
座

●
受
講
料　

３
０
０
円

①
５
月
29
日
（
土
）
14
～
16
時

　
「『
出
雲
国
風
土
記
』は

　
　
　
　

ど
う
書
き
写
さ
れ
た
の
か
」

　
●
講　

師　

髙
橋　

周

②
６
月
12
日
（
土
）
14
～
16
時

　
「
斐
川
町
『
結
古
墳
群
』
の
再
整
理
」

　
●
講　

師　

下
江 
裕
貴

③
７
月
10
日
（
土
）
14
～
16
時

　
「
出
雲
の
く
ら
し
と
建
物
」

　
●
講　

師　

吾
郷　

誠

楽しいイベントが
もりだくさん !
詳しくは１ページ
をみてね☆


